
は
じ
め
に

最
近
、
大
麻
や
依
存
性
薬
物
の
所
持
や
使
用
で
芸
能

人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
テ
レ
ビ
や
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
る
。
覚
せ
い
剤

の
乱
用
防
止
活
動
は
全
国
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
比
べ
て
大
麻
の
乱
用
防
止
活
動
は
十
分
と

は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
薬
物
乱
用
防
止
活
動
は

ど
う
し
て
も
覚
せ
い
剤
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
薬
物
乱
用
は
、
大
麻
の
乱
用
が
増
加

し
て
最
も
多
く
、
低
年
齢
層
に
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
（
入
門
薬
物
）
と
呼
ば
れ

て
い

(１
)る
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
と
は
、ア
ル
コ
ー

ル
や
タ
バ
コ
、
有
機
溶
剤
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
大
麻
な

ど
の
比
較
的
依
存
性
の
弱
い
薬
物（
ソ
フ
ト
ド
ラ
ッ
グ
）

を
指
し
、
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
は
他

の
も
っ
と
強
力
な
依
存
性
薬
物
（
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
）

の
使
用
を
促
す
よ
う
に
な
る
た
め
に
薬
物
依
存
の
入
り

口
と
な
る
薬
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
乱
用

拡
大
が
よ
り
強
力
な
覚
せ
い
剤
な
ど
の
更
な
る
乱
用
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
号
で
は
大
麻
の
薬
理
作
用
、
副
作
用
、

依
存
性
な
ど
を
良
く
理
解
し
、
さ
ら
に
日
本
や
米
国
、

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
の
乱
用
状
況
を
理
解
し
て
、
大

麻
や
他
の
薬
物
乱
用
の
防
止
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を

目
指
し
た
。

大
麻
と
は

大
麻
取
締
法
で
｢大
麻
と
は
、
大
麻
草
(学
名
Can-

nabis
sativa
L）
及
び
そ
の
製
品
を
い
う
。
た
だ
し
、

大
麻
草
の
成
熟
し
た
茎
及
び
そ
の
製
品
（
樹
脂
を
除

く
。)
並
び
に
大
麻
草
の
種
子
及
び
そ
の
製
品
を
除

く
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
の
主
成
分
は
Δ９
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
で
あ
る
。
大
麻
に
は
主
成
分

の
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
種
や
産
地
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
3

―
25
％
程
度
含
有
す
る
。
そ
し
て
、
大
麻
の
吸
引
に
よ

り
速
や
か
に
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
脳
に
移
行
し
て
精
神
作
用

を
示
す
。
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
痛
み
、
吐
き
気
や
痙
攣
を
抑

制
し
、
食
欲
を
促
進
す
る
な
ど
の
薬
理
作
用
を
示
す
。

米
国
や
カ
ナ
ダ
で
は
が
ん
の
化
学
療
法
に
伴
う
吐
き
気

の
治
療
、
難
治
性
疼
痛
の
治
療
や
エ
イ
ズ
患
者
の
食
欲

減
退
の
改
善
な
ど
に
対
す
る
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民

間
療
法
と
し
て
痛
み
、
吐
き
気
、
食
欲
減
退
な
ど
の
改

善
や
関
節
炎
、
緑
内
障
、
て
ん
か
ん
、
Ｃ
型
肝
炎
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
多
く
の
疾

患
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
１
つ
の
主
成
分

で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
精
神
作
用
を
起
こ
さ
ず
、
抗
炎
症
、

抗
糖
尿
、
抗
が
ん
、
鎮
痛
、
制
吐
、
抗
不
安
、
抗
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
多
彩
な
作
用
を
示
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い

(２
)る

。

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
速
や
か
に
脳

に
移
行
し
て
精
神
作
用
を
示
す
が
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

部
位
と
し
て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
（
Ｃ
Ｂ
）
受
容
体
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
Ｃ
Ｂ

受
容
体
に
は
サ
ブ
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
中
枢
型
の
Ｃ
Ｂ

1
と
末
梢
型
の
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
は
厳
密
な
も
の
で

は
な
く
、Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
末
梢
に
、

ま
た
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
が
中
枢
に
も
存

在
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
麻
成
分
が
結
合
す
る

受
容
体
が
生
体
内
に
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
受
容
体
に
結

合
す
る
生
体
内
物
質
（
内
因
性
リ
ガ

ン
ド
）
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
因

性
リ
ガ
ン
ド
と
し
て
ア
ナ
ン
ダ
ミ
ド

や
2
―
ア
ラ
キ
ド
ノ
イ
ル
グ
リ
セ

ロ
ー
ル
（
2
―
Ａ

(３
)Ｇ

）
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
1
と
Ｃ

Ｂ
2
受
容
体
は
Gi/o
タ
ン
パ
ク
質

共
役
型
受
容
体
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
1
受

容
体
は
海
馬
や
大
脳
皮
質
に
多
く
分

布
し
て
認
知
や
記
憶
に
関
わ
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
脳
基
底
核
、
黒
質
、

小
脳
な
ど
に
も
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
多

く
分
布
し
て
運
動
の
制
御
に
関
与
し

て
い
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
は

脾
臓
、
扁
桃
腺
、
リ
ン
パ
節
の
Ｂ
細

胞
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
な
ど
に
多
く
分
布
し
て
免
疫
機
能
を
制

御
し
て
い

(４
，
５
)

る
。

Δ９
-テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
-Ｔ

Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の

薬
理
作
用

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
大
麻
の
主
成
分
で
あ
り
、
薬
物
依
存

を
引
き
起
こ
す
原
因
物
質
で
も
あ
る
。
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は

脳
に
移
行
し
て
、
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
結
合
す
る
こ
と
に

よ
り
受
容
体
を
活
性
化
し
て
精
神
作
用
を
発
現
す
る
。

ま
ず
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
1.0
―
10.0
m
g/kg
を
マ
ウ
ス
に

投
与
し
て
自
発
運
動
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
用
量
依

存
的
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
、
5.6
と
10.0
m
g/kg
で
は

有
意
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
て
い

(６
)る

。
す
な
わ
ち
、
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
中
枢
抑
制
作
用
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
ヒ
ト
に
お
け
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
精
神
作
用
と
し
て

は
視
覚
・
聴
覚
の
異
常
、
時
間
・
空
間
的
認
知
の
異
常
、

思
考
過
程
の
異
常
、
被
暗
示
性
の
増
大
、
感
情
の
平
板

化
、
自
発
性
の
低
下
、
思
考
能
力
の
低
下
及
び
記
憶
障

害
を
起
こ
す
が
、
喫
煙
者
の
性
格
や
気
分
、
喫
煙
環
境

な
ど
に
よ
っ
て
も
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
は
大
き
く
左
右

さ
れ

(５
)る

。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
も
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｂ
1
及
び

Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
対
し
て
非
常
に
低
親
和
性
で
あ
り
、

表１ カンナビノイド受容体
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で
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選
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逮
捕
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と
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が
テ
レ
ビ
や
新
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せ
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の
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防
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活
動
は
全
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で
活
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に
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る

が
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こ
れ
に
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て
大
麻
の
乱
用
防
止
活
動
は
十
分
と

は
言
え
な
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れ
な
い
。
薬
物
乱
用
防
止
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動
は
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も
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せ
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が
中
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と
な
り
が
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で
あ
る
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し
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し
、
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物
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、
大
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乱
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、
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に
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、
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・
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・
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と
は
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有
機
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、
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、
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な
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物（
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グ
）

を
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し
、
こ
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ら
の
ゲ
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・
ド
ラ
ッ
グ
は
他

の
も
っ
と
強
力
な
依
存
性
薬
物
（
ハ
ー
ド
ド
ラ
ッ
グ
）

の
使
用
を
促
す
よ
う
に
な
る
た
め
に
薬
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依
存
の
入
り

口
と
な
る
薬
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
乱
用

拡
大
が
よ
り
強
力
な
覚
せ
い
剤
な
ど
の
更
な
る
乱
用
の

拡
大
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
号
で
は
大
麻
の
薬
理
作
用
、
副
作
用
、

依
存
性
な
ど
を
良
く
理
解
し
、
さ
ら
に
日
本
や
米
国
、

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
の
乱
用
状
況
を
理
解
し
て
、
大

麻
や
他
の
薬
物
乱
用
の
防
止
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を

目
指
し
た
。

大
麻
と
は

大
麻
取
締
法
で
｢大
麻
と
は
、
大
麻
草
(学
名
Can-

nabis
sativa
L）
及
び
そ
の
製
品
を
い
う
。
た
だ
し
、

大
麻
草
の
成
熟
し
た
茎
及
び
そ
の
製
品
（
樹
脂
を
除

く
。)
並
び
に
大
麻
草
の
種
子
及
び
そ
の
製
品
を
除

く
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
の
主
成
分
は
Δ９
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
で
あ
る
。
大
麻
に
は
主
成
分

の
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
種
や
産
地
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
3

―
25
％
程
度
含
有
す
る
。
そ
し
て
、
大
麻
の
吸
引
に
よ

り
速
や
か
に
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
脳
に
移
行
し
て
精
神
作
用

を
示
す
。
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
痛
み
、
吐
き
気
や
痙
攣
を
抑

制
し
、
食
欲
を
促
進
す
る
な
ど
の
薬
理
作
用
を
示
す
。

米
国
や
カ
ナ
ダ
で
は
が
ん
の
化
学
療
法
に
伴
う
吐
き
気

の
治
療
、
難
治
性
疼
痛
の
治
療
や
エ
イ
ズ
患
者
の
食
欲

減
退
の
改
善
な
ど
に
対
す
る
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民

間
療
法
と
し
て
痛
み
、
吐
き
気
、
食
欲
減
退
な
ど
の
改

善
や
関
節
炎
、
緑
内
障
、
て
ん
か
ん
、
Ｃ
型
肝
炎
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
多
く
の
疾

患
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
１
つ
の
主
成
分

で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
精
神
作
用
を
起
こ
さ
ず
、
抗
炎
症
、

抗
糖
尿
、
抗
が
ん
、
鎮
痛
、
制
吐
、
抗
不
安
、
抗
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
多
彩
な
作
用
を
示
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い

(２
)る

。

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
―
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
速
や
か
に
脳

に
移
行
し
て
精
神
作
用
を
示
す
が
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

部
位
と
し
て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
（
Ｃ
Ｂ
）
受
容
体
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
Ｃ
Ｂ

受
容
体
に
は
サ
ブ
タ
イ
プ
が
存
在
し
、
中
枢
型
の
Ｃ
Ｂ

1
と
末
梢
型
の
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
は
厳
密
な
も
の
で

は
な
く
、Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
末
梢
に
、

ま
た
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
が
中
枢
に
も
存

在
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
麻
成
分
が
結
合
す
る

受
容
体
が
生
体
内
に
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
受
容
体
に
結

合
す
る
生
体
内
物
質
（
内
因
性
リ
ガ

ン
ド
）
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
因

性
リ
ガ
ン
ド
と
し
て
ア
ナ
ン
ダ
ミ
ド

や
2
―
ア
ラ
キ
ド
ノ
イ
ル
グ
リ
セ

ロ
ー
ル
（
2
―
Ａ

(３
)Ｇ

）
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
1
と
Ｃ

Ｂ
2
受
容
体
は
Gi/o
タ
ン
パ
ク
質

共
役
型
受
容
体
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
1
受

容
体
は
海
馬
や
大
脳
皮
質
に
多
く
分

布
し
て
認
知
や
記
憶
に
関
わ
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
脳
基
底
核
、
黒
質
、

小
脳
な
ど
に
も
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
が
多

く
分
布
し
て
運
動
の
制
御
に
関
与
し

て
い
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
は

脾
臓
、
扁
桃
腺
、
リ
ン
パ
節
の
Ｂ
細

胞
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
な
ど
に
多
く
分
布
し
て
免
疫
機
能
を
制

御
し
て
い

(４
，
５
)

る
。

Δ９
-テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
（
Δ９
-Ｔ

Ｈ
Ｃ
）
と
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の

薬
理
作
用

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
大
麻
の
主
成
分
で
あ
り
、
薬
物
依
存

を
引
き
起
こ
す
原
因
物
質
で
も
あ
る
。
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
は

脳
に
移
行
し
て
、
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
結
合
す
る
こ
と
に

よ
り
受
容
体
を
活
性
化
し
て
精
神
作
用
を
発
現
す
る
。

ま
ず
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
1.0
―
10.0
m
g/kg
を
マ
ウ
ス
に

投
与
し
て
自
発
運
動
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
用
量
依

存
的
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
、
5.6
と
10.0
m
g/kg
で
は

有
意
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
て
い

(６
)る

。
す
な
わ
ち
、
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
中
枢
抑
制
作
用
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
ヒ
ト
に
お
け
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
精
神
作
用
と
し
て

は
視
覚
・
聴
覚
の
異
常
、
時
間
・
空
間
的
認
知
の
異
常
、

思
考
過
程
の
異
常
、
被
暗
示
性
の
増
大
、
感
情
の
平
板

化
、
自
発
性
の
低
下
、
思
考
能
力
の
低
下
及
び
記
憶
障

害
を
起
こ
す
が
、
喫
煙
者
の
性
格
や
気
分
、
喫
煙
環
境

な
ど
に
よ
っ
て
も
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
は
大
き
く
左
右

さ
れ

(５
)る

。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
も
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｂ
1
及
び

Ｃ
Ｂ
2
受
容
体
に
対
し
て
非
常
に
低
親
和
性
で
あ
り
、

表１ カンナビノイド受容体

● 7

誌 上 研 修
「薬物乱用防止指導者のための実践講座」



か
つ
間
接
的
に
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
拮
抗
作
用
を
示
す
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
減
弱
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
始
め
と
す
る
Ｃ
Ｂ
1
受
容

体
作
動
薬
は
カ
タ
レ
プ
シ
ー
を
誘
発
す
る
が
、
こ
れ
を

Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
抑
制
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(７
)る
。
カ
タ
レ
プ
シ
ー
と
は
身
体
が
鉱
物
の
よ
う
に
固
ま

り
、な
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
自
分
の
意
志
に
従
っ
た
行
動
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
麻
を
暴
露
し
た
マ
ウ
ス
で
も
、

鉄
棒
に
掴
ま
り
立
ち
し
た
状
態
を
長
時
間
に
渡
っ
て
続

け
る
、
す
な
わ
ち
、
カ
タ
レ
プ
シ
ー
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
の
密
度
を
上
昇
し
、
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
の
情
報
伝
達
経
路
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
強

め
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

5-H
T
1A
受
容
体
の
部
分
作
動
薬
で
あ
り
、
抗
う
つ
、

抗
不
安
、
神
経
細
胞
保
護
作
用
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
μ
及
び
δ
オ
ピ
オ
イ
ド
受

容
体
の
間
接
的
な
作
動
薬
と
し
て
も
作
用
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
は
PPA
Rγ

の
作
動
薬
と
し
て

働
き
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
の
放
出
を
誘
導
す
る
。

PPA
Rγ

は
N
F-κ

B（
nuclear
factor-κ

B）
や

ST
A
T
（
signal
transducer
and
activation
of

transcription）、
A
P-1（
activator
protein-1）
な

ど
の
転
写
因
子
を
直
接
ま
た
は
cofactor
と
の
競
合

を
介
し
て
間
接
的
に
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き

(８
)る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
で
あ
る
ア
ナ
ン
ダ
ミ

ド
の
濃
度
を
上
昇
さ
せ
て
薬
理
作
用
を
発
現
す
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い

(４
)る

。

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
依
存
性

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
30
m
g
を
ヒ
ト
に
投
与
し
た
時
に
、
高

揚
感
は
有
意
に
発
現
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
と
怒
り
や

す
さ
は
増
加
傾
向
を
示
し
た
が
、
不
安
は
減
少
し
た
。

一
方
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
投
与
を
休
薬
す
る
と
、
高
揚
感

は
減
少
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
、
不
安
と
怒
り
や
す
さ

が
有
意
に
増
加
し

(５
)た
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
高

揚
感
を
有
意
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
、
薬
物
依
存
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、ラ
ッ
ト
を
用
い
て
、

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
6
m
g/kg
を
反
復
腹
腔
内
投
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
や
怒
り
や
す
さ
が
投
与
14
、
15

日
よ
り
発
現
し
、
50
％
程
度
の
ラ
ッ
ト
に
ム
リ
サ
イ
ド

や
怒
り
や
す
さ
が
発
現
し
た
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の

投
与
を
休
薬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
は
急
激

に
減
少
し
た
が
、
怒
り
や
す
さ
は
徐
々
に
減
少
し
た
。

ム
リ
サ
イ
ド
と
は
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
反
復
投
与
さ
れ
た

ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
マ
ウ
ス
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ

Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
が
マ
ウ
ス
を
噛
み
殺
し
て
し
ま
う

と
い
う
現
象
を
い

(５
)う

。
ま
た
、
ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
割

り
箸
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
は

激
し
く
噛
み
付
い
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ

を
反
復
投
与
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
は
、
外
界
の
刺
激
に
対
し

て
非
常
に
攻
撃
的
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

米
国
に
お
け
る
大
麻
状

(９
)況

米
国
に
お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
約
42
％
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
麻
の
乱
用
が
米
国
全
土
に
拡
大
し
、

一
部
の
州
（
10
州
と
Ｄ
Ｃ
）
で
は
タ
バ
コ
の
よ
う
に
大

麻
の
所
持
と
使
用
を
限
定
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

大
麻
成
分
が
医
薬
品
と
し
て
も
承
認
さ
れ
、
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
ド
ロ
ナ
ビ

ノ
ー
ル
）
の
基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
に
お
い
て
そ

の
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明
さ
れ
、
以
下
の
よ
う

に
、
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/

m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L
を
配
合
す
る
口
腔

ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW
Pharm
aceuti-

cals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
多
発
性
硬
化
症
に

伴
う
神
経
障
害
性
疼
痛
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
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い
る
。

②
マ
リ
ノ
ー
ル
Ⓡ
：
米
国
A
bbV
ie
社
が
開
発

し
た
合
成
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
、一
般
名
ド
ロ
ナ
ビ
ノ
ー

ル
を
主
成
分
と
す
る
カ
プ
セ
ル
剤
（
2.5,5
及

び
10
m
g）
で
、
化
学
療
法
に
伴
う
嘔
気
・
嘔

吐
の
治
療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ

を
含
有
す
る
乾
燥
大
麻
や
大
麻
オ
イ
ル
（
写
真

１
）、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
（
写
真
２
）、
製
剤
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
（
写
真
３
）
な
ど
が
医
療
用
大
麻

で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も
安
全
性

も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
製
品
は
薬
効
を
謳
っ
て
い
る
た
め
医
療
用

大
麻
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

③
娯
楽
用
大
麻

米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻
薬
条
約
に
従
っ
て

大
麻
の
所
持
お
よ
び
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
部
の
州
政
府
は
医
療
用
大
麻
（
33
州
と

Ｄ
Ｃ
）
だ
け
で
な
く
、
娯
楽
用
大
麻
（
10
州
と
Ｄ

Ｃ
）
の
使
用
も
容
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
州
で
は
合
法
的
に
娯
楽
用
と
し
て
大
麻
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
青
少
年
を
大
麻
か
ら

写真１
カンナビスオイルの成分表示（CBDや THCなどの、有効成分の含量がすべての商品に明記されている）。天然成分なの
で、CBDや THC の含量は一定ではないが、品質の悪いものを使用しても効果が期待できないので、どの商品にも含量
が明記されている。
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か
つ
間
接
的
に
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
に
拮
抗
作
用
を
示
す
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
減
弱
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
始
め
と
す
る
Ｃ
Ｂ
1
受
容

体
作
動
薬
は
カ
タ
レ
プ
シ
ー
を
誘
発
す
る
が
、
こ
れ
を

Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
抑
制
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(７
)る
。
カ
タ
レ
プ
シ
ー
と
は
身
体
が
鉱
物
の
よ
う
に
固
ま

り
、な
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
自
分
の
意
志
に
従
っ
た
行
動
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
麻
を
暴
露
し
た
マ
ウ
ス
で
も
、

鉄
棒
に
掴
ま
り
立
ち
し
た
状
態
を
長
時
間
に
渡
っ
て
続

け
る
、
す
な
わ
ち
、
カ
タ
レ
プ
シ
ー
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
Ｃ
Ｂ
1
受
容
体
の
密
度
を
上
昇
し
、
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
の
情
報
伝
達
経
路
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
効
果
を
強

め
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

5-H
T
1A
受
容
体
の
部
分
作
動
薬
で
あ
り
、
抗
う
つ
、

抗
不
安
、
神
経
細
胞
保
護
作
用
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
μ
及
び
δ
オ
ピ
オ
イ
ド
受

容
体
の
間
接
的
な
作
動
薬
と
し
て
も
作
用
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
は
PPA
Rγ

の
作
動
薬
と
し
て

働
き
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
の
放
出
を
誘
導
す
る
。

PPA
Rγ

は
N
F-κ

B（
nuclear
factor-κ

B）
や

ST
A
T
（
signal
transducer
and
activation
of

transcription）、
A
P-1（
activator
protein-1）
な

ど
の
転
写
因
子
を
直
接
ま
た
は
cofactor
と
の
競
合

を
介
し
て
間
接
的
に
抑
制
す
る
こ
と
も
で
き

(８
)る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
で
あ
る
ア
ナ
ン
ダ
ミ

ド
の
濃
度
を
上
昇
さ
せ
て
薬
理
作
用
を
発
現
す
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い

(４
)る

。

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
依
存
性

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
30
m
g
を
ヒ
ト
に
投
与
し
た
時
に
、
高

揚
感
は
有
意
に
発
現
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
と
怒
り
や

す
さ
は
増
加
傾
向
を
示
し
た
が
、
不
安
は
減
少
し
た
。

一
方
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
投
与
を
休
薬
す
る
と
、
高
揚
感

は
減
少
し
、
落
ち
着
き
の
な
さ
、
不
安
と
怒
り
や
す
さ

が
有
意
に
増
加
し

(５
)た
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
高

揚
感
を
有
意
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
、
薬
物
依
存
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、ラ
ッ
ト
を
用
い
て
、

Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
6
m
g/kg
を
反
復
腹
腔
内
投
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
や
怒
り
や
す
さ
が
投
与
14
、
15

日
よ
り
発
現
し
、
50
％
程
度
の
ラ
ッ
ト
に
ム
リ
サ
イ
ド

や
怒
り
や
す
さ
が
発
現
し
た
。
ま
た
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の

投
与
を
休
薬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ム
リ
サ
イ
ド
は
急
激

に
減
少
し
た
が
、
怒
り
や
す
さ
は
徐
々
に
減
少
し
た
。

ム
リ
サ
イ
ド
と
は
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
反
復
投
与
さ
れ
た

ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
マ
ウ
ス
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ

Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
が
マ
ウ
ス
を
噛
み
殺
し
て
し
ま
う

と
い
う
現
象
を
い

(５
)う

。
ま
た
、
ラ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
に
割

り
箸
を
入
れ
る
と
、
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
反
復
投
与
ラ
ッ
ト
は

激
し
く
噛
み
付
い
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ

を
反
復
投
与
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
は
、
外
界
の
刺
激
に
対
し

て
非
常
に
攻
撃
的
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

米
国
に
お
け
る
大
麻
状

(９
)況

米
国
に
お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
約
42
％
と
言

わ
れ
て
お
り
、
大
麻
の
乱
用
が
米
国
全
土
に
拡
大
し
、

一
部
の
州
（
10
州
と
Ｄ
Ｃ
）
で
は
タ
バ
コ
の
よ
う
に
大

麻
の
所
持
と
使
用
を
限
定
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

大
麻
成
分
が
医
薬
品
と
し
て
も
承
認
さ
れ
、
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
ド
ロ
ナ
ビ

ノ
ー
ル
）
の
基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
に
お
い
て
そ

の
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明
さ
れ
、
以
下
の
よ
う

に
、
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/

m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L
を
配
合
す
る
口
腔

ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW
Pharm
aceuti-

cals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
多
発
性
硬
化
症
に

伴
う
神
経
障
害
性
疼
痛
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
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い
る
。

②
マ
リ
ノ
ー
ル
Ⓡ
：
米
国
A
bbV
ie
社
が
開
発

し
た
合
成
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
、一
般
名
ド
ロ
ナ
ビ
ノ
ー

ル
を
主
成
分
と
す
る
カ
プ
セ
ル
剤
（
2.5,5
及

び
10
m
g）
で
、
化
学
療
法
に
伴
う
嘔
気
・
嘔

吐
の
治
療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ

を
含
有
す
る
乾
燥
大
麻
や
大
麻
オ
イ
ル
（
写
真

１
）、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
（
写
真
２
）、
製
剤
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
（
写
真
３
）
な
ど
が
医
療
用
大
麻

で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も
安
全
性

も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
製
品
は
薬
効
を
謳
っ
て
い
る
た
め
医
療
用

大
麻
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

③
娯
楽
用
大
麻

米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻
薬
条
約
に
従
っ
て

大
麻
の
所
持
お
よ
び
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
し

か
し
、
一
部
の
州
政
府
は
医
療
用
大
麻
（
33
州
と

Ｄ
Ｃ
）
だ
け
で
な
く
、
娯
楽
用
大
麻
（
10
州
と
Ｄ

Ｃ
）
の
使
用
も
容
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
州
で
は
合
法
的
に
娯
楽
用
と
し
て
大
麻
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
青
少
年
を
大
麻
か
ら

写真１
カンナビスオイルの成分表示（CBDや THCなどの、有効成分の含量がすべての商品に明記されている）。天然成分なの
で、CBDや THC の含量は一定ではないが、品質の悪いものを使用しても効果が期待できないので、どの商品にも含量
が明記されている。
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守
る
た
め
に
、
未
成
年
の
所
持
・
使
用
を
厳
し
く

規
制
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
大
麻
状

(儗
)況

カ
ナ
ダ
で
は
医
療
用
大
麻
が
２
０
０
１
年
に
合
法
化

さ
れ
、
医
療
用
大
麻
の
市
場
規
模
は
年
間
約
８
，
０
０

０
万
カ
ナ
ダ
ド
ル
（
約
６
７
・
４
億
円
）
と
な
っ
て
い

る
。
嗜
好
品
と
し
て
は
、
２
０
１
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
か
れ
た
薬
物
に
関
す
る
国
連
特
別
総
会
に
お
い

て
、
ト
ル
ド
ー
首
相
は
２
０
１
７
年
に
大
麻
を
合
法
化

す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
合
法
化
は
若
者
を
守
り
、
闇

の
世
界
へ
の
資
金
の
流
入
を
断
ち
、
公
共
の
安
全
を
高

め
る
最
善
の
方
法
で
あ
り
、
社
会
の
安
全
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
道
で
あ
る
。
ま
た
、
税
収
も
増
加
し
て
、
国
家

財
政
に
も
貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。
改
正
大
麻
法
は
２

０
１
８
年
10
月
17
日
に
施
行
さ
れ
た
。

①
大
麻
系
医
薬
品

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、

あ
る
い
は
合
成
さ
れ
た
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
基
礎
研
究

と
臨
床
研
究
の
双
方
で
有
効
性
と
安
全
性
が
証
明

さ
れ
、
医
薬
品
と
し
て
以
下
の
薬
物
が
承
認
さ
れ

て
い
る
。

①
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
Ⓡ
：
米
国
と
同
様
に
、
Δ９
-

写真２
カンナビス入りのお菓子（クッキー、キャンディー、ミント、チョコなど）
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Ｔ
Ｈ
Ｃ
27
m
g/m
L
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
25
m
g/m
L

を
配
合
す
る
口
腔
ス
プ
レ
ー
と
し
て
英
国
GW

Pharm
aceuticals社
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
他

の
治
療
で
は
十
分
な
効
果
が
な
く
、
初
回
治
療

に
お
い
て
有
意
な
効
果
が
見
ら
れ
る
多
発
性
硬

化
症
の
患
者
に
お
い
て
痙
縮
症
状
を
緩
和
す
る

補
助
的
治
療
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

②
ナ
ビ
ロ
ン
（
セ
サ
メ
ッ
ト
Ⓡ
）：
バ
リ
ア
ン
ト
・

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
が
開
発
し
た
Ｃ

Ｂ
1
受
容
体
作
動
薬
ナ
ビ
ロ
ン
を
主
成
分
と
す

る
カ
プ
セ
ル
剤
（
0.25、
0.5
及
び
1m
g）
で
、

麻
薬
と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
が
ん
化
学
療

法
に
伴
う
重
度
の
悪
心
及
び
嘔
吐
症
状
の
管
理

に
用
い
ら
れ
る
。

②
医
療
用
大
麻

大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
あ
る
い
は

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
配
合
し
て
薬
効
を
謳
っ
た
ハ
ー
ブ
、
製

剤
な
ど
で
あ
る
が
、
医
薬
品
と
異
な
り
有
効
性
も

安
全
性
も
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

③
娯
楽
用
大
麻

前
述
の
よ
う
に
、
米
国
の
連
邦
政
府
は
単
一
麻

薬
条
約
に
従
っ
て
大
麻
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る

が
、
一
部
の
州
政
府
で
は
大
麻
の
娯
楽
使
用
も
容

写真３
製剤やティーパック
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認
し
て
い
る
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
で
は
政
府
が
18
歳

以
上
（
州
に
よ
り
異
な
る
）
の
成
人
が
公
共
の
場

で
最
大
１
オ
ン
ス
（
約
30
グ
ラ
ム
）
の
乾
燥
大
麻

を
所
有
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
10
月
に
は
大
麻
の
食
用
使
用
も
容
認
さ
れ
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
グ
ミ

な
ど
に
大
麻
成
分
を
混
入
し
て
食
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
大
麻
状
況

日
本
で
は
古
く
よ
り
大
麻
を
天
然
素
材
と
し
て
衣

類
、
草
履
や
麻
袋
な
ど
の
生
活
用
品
に
活
用
さ
れ
、
ま

た
神
社
で
の
神
事
に
も
大
麻
が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
産
業
用
の
麻
は
陶
酔
成
分
の
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
で
き
る
だ
け
生
成
さ
れ
な
い
よ
う
に
品
種
改

良
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
代
表

的
な
品
種
と
し
て
栃
木
種
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
栃
木
種
で
も
、
大
麻
は
大
麻
取
締
法
で
厳
し
く
栽

培
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
麻
の
品
種
が
同
じ

で
も
産
業
用
と
嗜
好
用
と
で
は
栽
培
方
式
が
異
な
り
、

前
者
は
縦
に
伸
ば
す
た
め
に
密
集
し
て
露
地
に
植
え
ら

れ
る
方
式
が
主
で
あ
る
が
、
後
者
は
枝
を
横
に
伸
ば
す

た
め
に
室
内
栽
培
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
嗜

好
目
的
の
た
め
の
大
麻
を
産
業
的
栽
培
だ
と
偽
っ
て
栽

培
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
大
麻
成
分
の
研
究
が
目
的
の
場
合
、
合
成
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
場
合

大
麻
の
栽
培
は
行
わ
な
い
。
古
来
よ
り
日
本
で
栽
培
さ

れ
て
き
た
大
麻
は
幻
覚
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含

有
量
が
少
な
く
、
ま
た
日
本
に
は
大
麻
を
吸
引
す
る
文

化
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
麻
畑
で
は
麻
酔
い
と
呼

ば
れ
る
精
神
作
用
が
あ
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
多
く
の
大
麻
製
品
が
日
本
国
内
に

持
ち
込
ま
れ
、
大
麻
の
乱
用
が
覚
せ
い
剤
以
上
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
乱
用
防
止
教
育
の
量
的
質
的
改
善
や
取
締
の

さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

大
麻
の
も
う
一
つ
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
が
最
近
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
日
本
に

大
量
に
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
化
粧
品

な
ど
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ

Ｂ
Ｄ
製
品
と
し
て
、
リ
キ
ッ
ド
、
オ
イ
ル
、
ワ
ッ
ク
ス
、

ベ
ー
プ
、
電
子
タ
バ
コ
、
パ
ウ
ダ
ー
、
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
健
康
、
美
容
（
化
粧
品
、
香
水
な
ど
）

な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

体
内
の
身
体
調
節
機
能
に
働
き
か
け
、
食
欲
、
痛
み
、

免
疫
調
節
、
感
情
制
御
、
運
動
機
能
、
発
達
と
老
化
、

神
経
保
護
、
認
知
と
記
憶
な
ど
の
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
さ
れ
て
い

(儘
)る

。

大
麻
と
危
険
ド
ラ
ッ
グ

平
成
16
年
に
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
錠
剤
型
合
成
麻
薬
事

犯
及
び
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
、
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
大
変
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
平
成
17
年
２
月
に
は
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
佐
藤
光
源
教
授

東
北
福

祉
大
学
（
当
時
））」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
11
月
に
提
言

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
3
月
に
は
薬
事

法
（
現
：
薬
機
法
）
が
改
正
さ
れ
て
、「
指
定
薬
物
」

の
定
義
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
指
定
薬
物
と
は

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用

（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ

た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
物
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
薬
事
・
食
品
衛
生

審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。」

と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
違
法
ド
ラ
ッ
グ
（
現

在
の
指
定
薬
物
）
の
乱
用
を
多
く
の
国
民
が
不
安
に

思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
が
国
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
（
平
成
24
年
３
月
14
日

厚
生
労
働
委
員
会

質
問

初
鹿
明
博
議
員
）、
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。
薬

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
指
定
薬
物
部
会
で
は
開
催
頻

度
を
高
め
て
毎
月
の
よ
う
に
開
催
し
、
ま
た
包
括
指
定

● 12

誌 上 研 修
「薬物乱用防止指導者のための実践講座」

に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
に
68
物
質

で
あ
っ
た
指
定
薬
物
が
、
現
在
で
は
２
３
７
８
物
質
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、
３
回
の
包
括
指
定
も

行
っ
て
お
り
、
カ
チ
ノ
ン
系
物
質
は
平
成
25
と
27
年
の

２
回
で
１
，
３
３
５
物
質
（
内
3
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
、
合
成
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は

平
成
25
年
に
７
７
２
物
質
（
内
2
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
て
指
定
し
た
。
指
定
薬
物
は
合
成
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
、
フ
ェ
ネ
チ
ル
ア
ミ
ン
系
、
カ
チ
ノ

ン
系
、
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
系
、
ピ
ペ
ラ
ジ
ン
系
、
フ
ェ
ン

サ
イ
ク
リ
ジ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
系
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
個
別
指
定
に
よ
り
２
７
０
物
質
の
指
定
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
２
７
０
物
質
の
中
で
、
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
系
は
ほ
ぼ
1
／
3
の
99
物
質
あ
る
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
は
多
く
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
系
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
7
月
に
池
袋
で
発
生
し
た
脱
法
ド
ラ
ッ
グ

使
用
に
よ
る
自
動
車
事
故
に
よ
り
20
代
女
性
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
６
人
の
重
傷
者
も
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に
含
ま
れ
て
い
た
成
分
が
２
種
類
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は
大
変
危
険
な
薬
物
で
あ
る
。

こ
の
事
件
を
受
け
、内
閣
府
は
い
わ
ゆ
る「
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
」
に
つ
い
て
、
危
険
な
薬
物
で
あ
る
と
い
う
内
容
に

相
応
し
い
呼
称
を
募
集
し
て
、応
募
さ
れ
た
中
か
ら「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
呼
称
を
選
定
し
て
平
成
26
年
7

月
に
公
表
し
た
。
以
来
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
が
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
危
険
性
は
認
識
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
一
方
で
大
麻
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う

な
人
達
も
い
る
。
し
か
し
、
大
麻
に
は
代
表
的
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
で
あ
る
Δ９
―Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
（
3
-25
％
）
含
有
し

て
お
り
、
ま
た
喫
煙
す
る
こ
と
で
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
作
用

が
速
や
か
に
、
そ
し
て
強
く
発
現
す
る
の
で
、
大
変
危

険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
最
近
の
大
麻
情
勢
と
し
て
、
大
麻
と
は
何

か
か
ら
、
大
麻
の
受
け
皿
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受

容
体
、
そ
し
て
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
を
解
説
し
た
。
カ
ナ
ダ
や
米
国
に

お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
40
％
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
一
部
の
州
で
は
大
麻
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
大
麻
の
規
制
内
で
の
所
持
や
使
用

も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
大
麻

状
況
を
ま
と
め
、
日
本
の
大
麻
状
況
も
比
較
し
た
。
最

後
に
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
を
多
く
含
む
危
険
ド

ラ
ッ
グ
は
そ
の
言
葉
の
通
り
、
と
て
も
危
険
な
物
質
で

あ
り
、
日
本
で
は
指
定
薬
物
と
し
て
規
制
す
る
事
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
乱
用
を
比
較
的
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
大
麻
に
関
し
て
は
誤
っ
た
知

識
や
認
識
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
大
麻

の
乱
用
が
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
薬

理
作
用
や
副
作
用
、
さ
ら
に
依
存
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
啓
発
し
て
、
大
麻
の
乱
用
防
止
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

図１ 危険ドラッグに占めるカンナビノイド
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認
し
て
い
る
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
で
は
政
府
が
18
歳

以
上
（
州
に
よ
り
異
な
る
）
の
成
人
が
公
共
の
場

で
最
大
１
オ
ン
ス
（
約
30
グ
ラ
ム
）
の
乾
燥
大
麻

を
所
有
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
。
２
０
１
９

年
10
月
に
は
大
麻
の
食
用
使
用
も
容
認
さ
れ
、

テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
、
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
グ
ミ

な
ど
に
大
麻
成
分
を
混
入
し
て
食
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
大
麻
状
況

日
本
で
は
古
く
よ
り
大
麻
を
天
然
素
材
と
し
て
衣

類
、
草
履
や
麻
袋
な
ど
の
生
活
用
品
に
活
用
さ
れ
、
ま

た
神
社
で
の
神
事
に
も
大
麻
が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
産
業
用
の
麻
は
陶
酔
成
分
の
Δ９
-

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
で
き
る
だ
け
生
成
さ
れ
な
い
よ
う
に
品
種
改

良
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
品
種
改
良
さ
れ
た
代
表

的
な
品
種
と
し
て
栃
木
種
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
栃
木
種
で
も
、
大
麻
は
大
麻
取
締
法
で
厳
し
く
栽

培
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
麻
の
品
種
が
同
じ

で
も
産
業
用
と
嗜
好
用
と
で
は
栽
培
方
式
が
異
な
り
、

前
者
は
縦
に
伸
ば
す
た
め
に
密
集
し
て
露
地
に
植
え
ら

れ
る
方
式
が
主
で
あ
る
が
、
後
者
は
枝
を
横
に
伸
ば
す

た
め
に
室
内
栽
培
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
嗜

好
目
的
の
た
め
の
大
麻
を
産
業
的
栽
培
だ
と
偽
っ
て
栽

培
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
大
麻
成
分
の
研
究
が
目
的
の
場
合
、
合
成
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
場
合

大
麻
の
栽
培
は
行
わ
な
い
。
古
来
よ
り
日
本
で
栽
培
さ

れ
て
き
た
大
麻
は
幻
覚
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含

有
量
が
少
な
く
、
ま
た
日
本
に
は
大
麻
を
吸
引
す
る
文

化
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
麻
畑
で
は
麻
酔
い
と
呼

ば
れ
る
精
神
作
用
が
あ
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
多
く
の
大
麻
製
品
が
日
本
国
内
に

持
ち
込
ま
れ
、
大
麻
の
乱
用
が
覚
せ
い
剤
以
上
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
乱
用
防
止
教
育
の
量
的
質
的
改
善
や
取
締
の

さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

大
麻
の
も
う
一
つ
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
が
最
近
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
日
本
に

大
量
に
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
化
粧
品

な
ど
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ

Ｂ
Ｄ
製
品
と
し
て
、
リ
キ
ッ
ド
、
オ
イ
ル
、
ワ
ッ
ク
ス
、

ベ
ー
プ
、
電
子
タ
バ
コ
、
パ
ウ
ダ
ー
、
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
健
康
、
美
容
（
化
粧
品
、
香
水
な
ど
）

な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は

体
内
の
身
体
調
節
機
能
に
働
き
か
け
、
食
欲
、
痛
み
、

免
疫
調
節
、
感
情
制
御
、
運
動
機
能
、
発
達
と
老
化
、

神
経
保
護
、
認
知
と
記
憶
な
ど
の
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
さ
れ
て
い

(儘
)る

。

大
麻
と
危
険
ド
ラ
ッ
グ

平
成
16
年
に
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
錠
剤
型
合
成
麻
薬
事

犯
及
び
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
、
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
る
な
ど
大
変
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
平
成
17
年
２
月
に
は
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
佐
藤
光
源
教
授

東
北
福

祉
大
学
（
当
時
））」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
11
月
に
提
言

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
18
年
3
月
に
は
薬
事

法
（
現
：
薬
機
法
）
が
改
正
さ
れ
て
、「
指
定
薬
物
」

の
定
義
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
指
定
薬
物
と
は

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用

（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ

た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
物
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
薬
事
・
食
品
衛
生

審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。」

と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
違
法
ド
ラ
ッ
グ
（
現

在
の
指
定
薬
物
）
の
乱
用
を
多
く
の
国
民
が
不
安
に

思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
が
国
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
（
平
成
24
年
３
月
14
日

厚
生
労
働
委
員
会

質
問

初
鹿
明
博
議
員
）、
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。
薬

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
指
定
薬
物
部
会
で
は
開
催
頻

度
を
高
め
て
毎
月
の
よ
う
に
開
催
し
、
ま
た
包
括
指
定
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に
も
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
に
68
物
質

で
あ
っ
た
指
定
薬
物
が
、
現
在
で
は
２
３
７
８
物
質
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、
３
回
の
包
括
指
定
も

行
っ
て
お
り
、
カ
チ
ノ
ン
系
物
質
は
平
成
25
と
27
年
の

２
回
で
１
，
３
３
５
物
質
（
内
3
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
、
合
成
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は

平
成
25
年
に
７
７
２
物
質
（
内
2
物
質
は
麻
薬
指
定
）

を
指
定
薬
物
と
し
て
指
定
し
た
。
指
定
薬
物
は
合
成
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
、
フ
ェ
ネ
チ
ル
ア
ミ
ン
系
、
カ
チ
ノ

ン
系
、
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
系
、
ピ
ペ
ラ
ジ
ン
系
、
フ
ェ
ン

サ
イ
ク
リ
ジ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
系
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
個
別
指
定
に
よ
り
２
７
０
物
質
の
指
定
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
２
７
０
物
質
の
中
で
、
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
系
は
ほ
ぼ
1
／
3
の
99
物
質
あ
る
（
図
１
）。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
は
多
く
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
系
の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
7
月
に
池
袋
で
発
生
し
た
脱
法
ド
ラ
ッ
グ

使
用
に
よ
る
自
動
車
事
故
に
よ
り
20
代
女
性
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
６
人
の
重
傷
者
も
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
に
含
ま
れ
て
い
た
成
分
が
２
種
類
の

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
は
大
変
危
険
な
薬
物
で
あ
る
。

こ
の
事
件
を
受
け
、内
閣
府
は
い
わ
ゆ
る「
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
」
に
つ
い
て
、
危
険
な
薬
物
で
あ
る
と
い
う
内
容
に

相
応
し
い
呼
称
を
募
集
し
て
、応
募
さ
れ
た
中
か
ら「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
呼
称
を
選
定
し
て
平
成
26
年
7

月
に
公
表
し
た
。
以
来
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
が
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
危
険
性
は
認
識
さ
れ

て
き
て
い
る
が
、
一
方
で
大
麻
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う

な
人
達
も
い
る
。
し
か
し
、
大
麻
に
は
代
表
的
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
で
あ
る
Δ９
―Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
（
3
-25
％
）
含
有
し

て
お
り
、
ま
た
喫
煙
す
る
こ
と
で
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
作
用

が
速
や
か
に
、
そ
し
て
強
く
発
現
す
る
の
で
、
大
変
危

険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
最
近
の
大
麻
情
勢
と
し
て
、
大
麻
と
は
何

か
か
ら
、
大
麻
の
受
け
皿
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受

容
体
、
そ
し
て
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る
Δ９
-Ｔ
Ｈ
Ｃ
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
作
用
を
解
説
し
た
。
カ
ナ
ダ
や
米
国
に

お
け
る
大
麻
の
生
涯
経
験
率
が
40
％
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
の
一
部
の
州
で
は
大
麻
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
大
麻
の
規
制
内
で
の
所
持
や
使
用

も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
大
麻

状
況
を
ま
と
め
、
日
本
の
大
麻
状
況
も
比
較
し
た
。
最

後
に
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系
物
質
を
多
く
含
む
危
険
ド

ラ
ッ
グ
は
そ
の
言
葉
の
通
り
、
と
て
も
危
険
な
物
質
で

あ
り
、
日
本
で
は
指
定
薬
物
と
し
て
規
制
す
る
事
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
乱
用
を
比
較
的
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
大
麻
に
関
し
て
は
誤
っ
た
知

識
や
認
識
で
乱
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
大
麻

の
乱
用
が
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
麻
の
薬

理
作
用
や
副
作
用
、
さ
ら
に
依
存
性
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
啓
発
し
て
、
大
麻
の
乱
用
防
止
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

図１ 危険ドラッグに占めるカンナビノイド
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